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農業教育の特長である実践的・探究的な教育活動等

を中核に据えたカリキュラムによる教育目標の実現

～「スーパーサイエンスハイスクール事業」の枠組みを活かして～
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沿 革 明治41年～昭和21年 広島県西条農学校
昭和23年  広島県西条農業高等学校
昭和24年～昭和27年 広島県西条高等学校
昭和28年～昭和40年 広島県西条農業高等学校
昭和41年～現在  広島県立西条農業高等学校

設置学科 園芸科、畜産科、生活科、農業機械科、緑地土木科、生物工学科、食品科学科

校 訓 「創造 実践 育命」

生活信条 挨拶励行・時間厳守・整理整頓

生  徒  像 夢や志を具現化する生徒 （創造）
失敗を恐れず自ら行動する生徒 （実践）
自然・生命体や他者に畏敬の念を持てる生徒 （育命）
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学校の概要
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進路状況（令和６年度卒業生 進路先割合）
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進路状況（分野別）



帯広畜産大学 畜産学部(16)、宇都宮大学 農学部(3)、新潟大学 農学部(3)、長岡

技術科学大学(1)、岐阜大学 応用生物学部(4)、三重大学 生物資源学部(3)、滋賀

大学 教育学部(1)、鳥取大学 農学部(9)、島根大学 生物資源科学部(30)・総合理

工学部(4)、岡山大学 農学部(4)、広島大学 生物生産学部(12)・経済学部(2)・教

育学部(1)・工学部(1)、山口大学 農学部(14)・工学部(1)、徳島大学 生物資源産

業学部(1)、香川大学 農学部(2)、愛媛大学 農学部(10)・社会共創学部(1)、高知

大学 農学部(3)・農林海洋科学部(1)、佐賀大学 農学部(8)・理工学部(6)、長崎大

学 水産学部(1)、宮崎大学 農学部(8)・工学部(1)・畜産別科(1)、鹿児島大学 農

学部(10)・共同獣医学部(2)・教育学部(2)、琉球大学 農学部(23)、公立鳥取環境

大学 環境学部(9)・経営学部(1)、島根県立大学 総合政策学部(2)、県立広島大学 

生命環境学部（15)・生物資源科学部(26)・人間文化学部(4)・保健福祉学部

(３)・経済情報学部(1)・地域創生学部(1)、尾道市立大学 経済情報学部(11)、山

口県立大学 社会福祉学部(1)、下関市立大学経済学部(1)、水産大学校(1)、広島市

立大学 情報科学部(5)・国際学部(2)、叡啓大学 ソーシャルシステムデザイン学部

(1)、静岡大学 グローバル共創科学部(1)、静岡県立農林環境専門職大学 生産環境

経営学部
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進路状況（国公立大学合格者数：ＳＳＨ指定13年間）



令和７年３月14日
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広島県立高等学校のスクール・ミッション（共通）
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専門教育を主とする学科を置く高校のミッション

◆ 理論と実践の往還による専門的な学びを通じて、高度な知識・技術と

高い倫理観を身に付け、自らの将来について展望を持ち、社会的・職業

的に自立した人材を育成する。

◆ 地域・大学・産業界等と連携した実践的・体験的な探究活動を通じて、

実社会での課題を発見し、合理的・創造的に解決する能力を身に付け、

多様な分野・職種の人々と協働しながら、地域・社会に新たな価値を生

み出す人材を育成する。

広島県立高等学校のスクール・ミッション（共通）
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農業教育の特長

１ 農業教育とは

・ 教科「農業」を中心に専門教育・普通教育を系統的・体系的に学習することによ
り、持続可能な社会の担い手として主体的に行動できる人材を育成する教育

・ 実社会と直結した課題を通して学習させる専門教育（産業教育）
・ 生産・加工・流通・環境・生命・地域等を相互に関連付けて総合的に学習させる

教育【内容】
・ 座学と実験・実習を一体的かつ往還しながら実践的・探究的に学習させる教育

【方法】
・ 学校農業クラブ活動の生徒の自主的・自治的活動により、「科学性・社会性・指

導性」の育成を図る教育【方法】

２ 一次産業をはじめ、産業横断型の学習内容・領域【内容】

・ 作物・畜産を基盤に、食品、農業土木、造園、生物工学、環境保全へ展開
・ 「生産 → 加工 → 利活用 → 保全」までの内容を一体的に学習
・ 食と命、地域産業、環境等を総合的に捉える学習内容・領域

３ 実践的（実験・実習等）な学習【方法】

・ 圃場・農場・実験室を活用した実践的・探究的な学習活動
・ 思い通りにいかない（陶冶性の育成）結果を起点とした探究的な学習活動
・ 試行錯誤を通して科学的思考力や実践力等を育成
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農業教育の特長

４ 探究的な学習【方法】

・ 「観察 → 仮説 → 実験 → 分析 → 考察 → 改善」による循環型学習過程
・ 実験・実習を通し、問題点や理想を起点とした探究的な学習活動
・ データや根拠に基づいて判断する力（批判的思考力）や論理的思考力等の育成
※ SSH等の理数教育・探究活動との高い親和性

５ 地域・産業をつなぐ学習【方法】

・ 地域農業者、企業、大学、研究機関等との連携による学習活動
・ 課題を「地域等のあるべき姿の現実」から設定する実践的な学習活動

（社会実装を目指す学習）
・ 地域産業や社会の問題発見や課題解決に向き合う学習活動
※ 社会に開かれた教育課程の具体的な実践

６ 人間（人格）形成としての農業教育【目標】

・ 自分の「夢・志」や社会のあるべき姿の実現に向け、実践的・探究的な活動経験
の中で、将来、社会人・職業人として必要な基盤となる資質・能力を育む教育

・ 生命や自然を対象とした学習から、責任感・協働性・忍耐力等を育む教育
・ 「生きる力」を実感させながら人間（人格）形成を図る教育

本校では、農業教育を、生命や自然等に向き合いながら、社会の問題点等を科学
的に捉え、実践と協働を通して持続可能な社会の創り手となる人間（人材）を育成
する教育



広島県立西条農業高等学校 全日制課程（農業科）

１ 教育目標

校訓「創造、実践、育命」を基盤とした農業高校の特長である実践的・探究的な教育活動を通して、認知能力、非認知能力
を兼ね備え、地域や国際舞台において、持続可能な社会の形成に寄与する人材を育成する。

２ 育成を目指す資質・能力に関する方針（グラデュエーション・ポリシー）

学力の３要素をバランスよく身に付け、次に示す生徒を育成する。
・ 夢や志を具現化する生徒 （創造）
・ 失敗を恐れず自ら行動する生徒 （実践）
・ 自然・生命体や他者に畏敬の念を持てる生徒 （育命）

３ 教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリシー）

【基本概念】
・ 特別活動を要とし、各発達段階に応じた探究的な学習活動及び各教科・科目の学習活動が往還する教育課程を編成・実

施します。また、各教育活動の特質に応じて、キャリア教育の視点に立った教育課程を編成・実施します。
・ 第１学年では必履修科目を中心に基礎学力の定着を図り、第２学年から専門教科の専門性を深め、第３学年から生徒の

適性及び進路希望に応じた類型別教育課程を編成・実施します。
【学習内容】

・ 普通教科科目に加え、各学科の関連性の強い農業・工業・家庭科の各分野の専門教科の科目を学習します。
・ 地域をはじめ地球規模の社会問題である食料問題・環境問題・エネルギー問題等を教材に学習します。
【学習方法】

・ 少人数指導やティーム・ティーチングなど生徒の実態等に応じたきめ細かい学習指導を行います。
・ 専門教科・科目では、授業時間数の約半数の時間で、演習・実験・実習等の体験的な学習活動を行います。
・ SSH指定校の特長を生かし、大学・企業・研究機関等の関係機関との連携等による実践的・探究的な学習活を行います。

【学習評価】
・ 特別活動や探究的な学習活動おいてはマスタールーブリック等に基づき、また各教科・学科おいてはシラバス等に基づ

き、習得状況を見とります。なお、学習到達目標に到達できていない場合には追指導等を行い、目標の到達を図ります。

４ 入学者の受入れに関する方針（アドミッション・ポリシー）

【認知能力】
・ 義務教育段階における基礎的・基本的な学力を身に付けている生徒
【非認知能力】
・ 自律した規則正しい生活ができ、社会の一員として責任ある行動が行える生徒
・ 自他を尊重するとともに、自然や生命に対し愛着や興味・関心をもっている生徒

令和７年度三つの方針
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育てたい資質・能力（マスタールーブリック）

第１学年 第２学年 第３学年 ロールモデル

レベル０

高等学校入学時点
（中学校卒業時点）

レベル３

高等学校卒業時点
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レベル４

SSHの枠組みを活
用し目指す姿



専門科目
（農業・工業・
商業・家庭等）

SS課題研究Ⅰ SS課題研究Ⅱ

（出典：筑波大学 教授 藤田 晃之）

カリキュラムデザインの基本的な考え方
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学校の教育目標 （目指す生徒像）

身に付けさせたい資質・能力 「何ができるようになっているのか」

資 質 ・ 能 力

小・中学校行政機関 産業界
国内外
上級学校

国内外
高等学校

各種全体計画
（キャリア教育、特別活動、総合的な学習の時間、道徳教育 等）

① 目標を設定・共有
   カリキュラム・デザイン

② ＰＤＣＡ
サイクル

Ｐ Ｄ
ＣＡ

カリキュラム・マネジメント（イメージ図）
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専門教科・科目普通教科・科目 等

科目

科目

科目

科目

科目

科目

教科教科

科目

科目

科目

教科

第３学年

第２学年

第１学年
内容
等

内容
等

内容
等

特別活動

学校設定科目「SS課題研究Ⅰ」

Ｐ（プロジェクト）ＢＬ

学校設定科目「SS課題研究Ⅱ」
（代替：総合的な探究の時間）

Ｐ（プロジェクト）ＢＬ

科目「農業と環境」
学校設定科目「アグリサイエンス」

Ｐ（プロブレム）ＢＬ

特別活動・総合的な探究の時間

教科

科目

科目

科目

教科

科目

科目

科目

③ 内外リソースの活用



学校の教育目標 （目指す生徒像）

身に付けさせたい資質・能力 「何ができるようになっているのか」

特別活動等

単元

単元

単元

行事

行事

行事

単元

単元

単元

科目

教 科

科目

資 質 ・ 能 力

科目 科目

小・中学校行政機関 産業界
国内外

上級学校

国内外
高等学校

教職員 ⇔ 生徒

各種全体計画
（キャリア教育、特別活動、総合的な学習の時間、道徳教育 等）

単元

単元

単元

総合的な探究の時間

単元

単元

単元

単元

単元

単元

単元

単元

単元

知識・技能

思考力・判断力・表現力等

学びに向かう力・人間性等

指定事業
に関する
取組の

内容・方法
等

ＳＳＨ事業の
目標
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学校教育目標と事業目標との関係



ＳＳＨ事業
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年度 事業等

平成14年度
文部科学省委嘱事業サイエンス・パートナーシップ・プログラム事業校
に指定

平成15年度
～

平成17年度
文部科学省研究開発学校（３年間）に指定

平成20年度
～

平成22年度

文部科学省平成20年度「目指せスペシャリスト事業」研究開発校（３年
間）に指定

平成24年度
～

平成28年度

平成24年度文部科学省スーパーサイエンスハイスクール（ＳＳＨ)に指
定(５年間) 第1期

平成29年度
～

令和３年度

平成29年度文部科学省スーパーサイエンスハイスクール（ＳＳＨ）に指
定（５年間） 第Ⅱ期

令和４年度
～

（令和８年度）

令和４年度文部科学省スーパーサイエンスハイスクール（ＳＳＨ）に指
定（５年間） 第Ⅲ期
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研究開発に係る取組
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研究開発課題
生命、食、環境、エネルギー等の分野における問題解決能力を高め、持
続可能な社会の形成を担う科学技術系人材を育成する。

研究開発の概要
(1) 研究レベルの高度化による科学技術リテラシーの向上
(2) 高大接続等における科学技術系人材育成すステムの構築
(3) 海外連携等により国際性を育てるための教育プログラム開発

ＳＳＨ事業の取組（第Ⅰ期・第Ⅱ期）

【第Ⅰ期：平成24年度～平成28年度】

【第Ⅱ期：平成29年度～令和３年度】

研究開発課題
農業・食料問題を科学技術の力で解決するグローバル人材育成プログラ
ムの開発
－農業と理科等の融合による探究活動の深化と発信力の強化－

研究開発の概要

(1) 高度で創造的な研究の継続的実践による科学技術リテラシーの向上
(2) 小・中・高・大・研究機関との連携・接続等による科学技術系人材

育成すステムの構築
(3) 海外連携等によグローバルな視点を育てるための教育プログラムの

開発



科学技術リテラシー・グリット・グローバルマインドを備え
た将来の科学技術人材の育成

～個別最適な学びを具現化する高大接続システムの構築と
学科・教科が一体となった教育活動の充実による探究活
動の深化～

個別最適な学びを具現化する高大接続システムの構築と学
科・教科が一体となった教育活動の充実による探究活動の深化
を図ることで、科学技術リテラシー・グリット・グローバルマ
インドに係る「SAINOスタンダード」を指標とする資質・能力
を備えた将来の科学技術人材を育成する。

第Ⅲ期SSH 研究開発

ＳＳＨ事業（第Ⅲ期）の取組

研究開発課題名

研究開発の目的
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学科・教科が一体となった教育活動の充実による
探究活動の深化

個々の生徒に応じた柔軟なカリキュラムによる
高大接続システムの構築

国際性を高める取組

～海外姉妹校との共同研究の充実～

成果の発信と普及

～地域や他の高等学校、小中学校との連携～

研究開発の４本柱

１

２

３

４

ＳＳＨ事業（第Ⅲ期）の取組
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「SS課題研究Ⅱ」

（４単位）

ハイスクールラボ

 学校設定科目
「SS探究」「探究数学」
「探究理科」「探究英語」

（計13単位）

広島県立西条農業高等学校 第Ⅲ期SSH 取組の概要
科学技術リテラシー・グリット・グローバルマインドを備えた将来の科学技術人材の育成

～個別最適な学びを具現化する高大接続システムの構築と学科・教科が一体となった教育活動の充実による探究活動の深化～
課題名

学科・教科，高・大が一体となり，「SAINOスタンダード」を指標とする資質・能力を備えた将来の科学技術人材を育成する。目的

探究活動の深化 成果の発信と普及高大接続システムの構築
海外姉妹校との
共同研究の充実

発

展

応

用

基

礎
「アグリサイエンス」

（２単位）

「SS課題研究Ⅰ」

（２単位）

グローバル
サイエンス
キャンパス
（GSC）

大学等との
研究連携

科学技術人材育成

協働研究協定

県立広島大学

広島市立大学情報科学部

高大接続協議会

海外姉妹校との共同研究

（米・伊・比等）

オンラインミーティング

共有ドライブ活用

英語プレゼンテーション

トレーニング

海外校受入れ

（米・伊・比・中等）

ＳＳＨ海外研修

（米・伊・比等）

広島インターナショナル

スクール友好提携交流

小学生のための

スーパーサイエンス講座

動物バイオテクノロジー

公開講座

学会発表・報告会発表

（生徒・教員）

科学研究推進

コンソーシアム

Web公開
テキスト+指導マニュアル

中学生のための

アグリサイエンスカフェ

農業と理科

の融合

取組
の柱

１学年
全生徒

３学年
全生徒

全
学
年
希
望
生
徒

高校生科学技術グローバルサミット

科学研究に係る出張講義

「科学研究アドバイザー」

研究成果発表会

２学年
全生徒

管理機関 西条農業

県内高等学校

評価
生徒の変容に係る評価 パフォーマンス課題，ルーブリック,科学技術に関する生徒の意識調査,卒業生意識調査,高校生のための学びの基礎診断,卒業後進路状況追跡調査等

事業評価 SSH評価アンケート(生徒･教職員等),学会･科学系コンテストでの実績,教員による学会等発表,オリジナルテキスト等の成果物,教員評価,指導委員会での助言 等

SAINOスタンダード
を指標とする９つの資質・能力

科学技術リテラシー

グリット

グローバルマインド

①課題設定能力 ②知識・技能習得能力  ③合意形成能力  ④仮説設定・計画能力
⑤論理的説明能力 ⑥プレゼンテーション能力 ⑦評価・検討・改善能力

目標を達成するために，情熱をもって継続的に粘り強く努力し，物事を最後までやり遂げる力

地球規模の広い視野で情報を捉え，文化や価値観の違いを認識し，自分自身の信念や価値観を
明確にしながら，多様な人と協働する力

「データサイエンス」
（１単位）  

農業と理科

の融合
「グローバルサイエンス」

（１単位）  

農業と外国語

の融合

農業と理科

の融合

学科・教科

の融合

農業と数学

の融合

マイ・
カリキュ
ラム制度

探
究
マッ
チン
グ

全生徒対象 
学校設定科目

特別研究生

＊1

＊2

＊3

「農業と環境」
    （４単位）

教科

「農業」

＊１ 「マイ・カリキュラム制度」
   …自己の将来の目標を実現させるため、生徒自らが深めたい学びの内容

や進め方、学習の習得状況に合ったカリキュラム（履修）を組み立て
る制度。

＊３ 「ハイスクールラボ」
   …将来の科学技術人材を目指す生徒が、９つの資質・能力をロールモデルレベルに到達さ

せるため、高校における学習活動と、連携する大学の研究室等の学習活動を往還するこ
とで、探究活動をより深めることができるコース。

＊２ 「探究マッチングⅠ・Ⅱ・Ⅲ」
   …SAINOスタンダードを指標とする９つの資質・能力を身に付け

させるため、次の指導・支援におけるガイダンス機能を充実さ
せることで、科目選択（履修）や適切な研究テーマ設定、進路
選択等を促す仕組み。
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マイ・カリキュラム

制度

探究活動について高い目標と意欲を持つ生徒が、学校設定科目「SS探究」・「探
究数学」・「探究理科」・「探究英語」を選択履修し、生徒自身が本校教員や大学
教員と連携して作成した学習計画に沿って学習を進めることで、将来の科学技術人
材のロールモデルとして必要な資質・能力を身に付ける制度。

必要となる資質・能力の育成に向けて、大学と連携した研究を深める「SS探究」
（６単位）、関係教科に係る学力の定着を図る「探究数学」（２単位）・「探究理
科」（３単位）・「探究英語」（２単位）を選択する。

特に「探究数学」・「探究理科」・「探究英語」については、何を学ぶか、何で
学ぶか、どのように学ぶか等、学習に関して担当教員から与えられた選択肢を基に
生徒自身が考える。そして、自身にとって最適な学習を行えるような学習計画を立
て、それを実行することで基本的な学力を身に付ける。

ハイスクールラボ

「マイ・カリキュラム制度」の一環として、生徒が特別研究生となり大学の研究
室に出向いたり、Webを活用したりして研究を進めるシステム。

研究は主に「SS探究」（６単位）で行うが、研究の進め方については、生徒、本
校の担当教員、大学教員と連携して決定させる。

探究マッチング

全ての生徒について、生徒自身の在り方・生き方を考えさせた上で、進路指導と
探究活動指導をより一体的に行うことにより、本校での学びと進路先のマッチング
を実現させるプログラム。

1学年の全生徒対象のガイダンスから始め、特にハイスクールラボで大学での研究
を希望する生徒に対しては、担当学科の教員がその選抜の過程から面談等の指導を
重ねて行い、協定大学における探究活動と本人の志望する研究分野とのマッチング
を図る。実際の研究を進める段階でも、担当学科教員は大学教員とも連絡を取りな
がら、専門的知見を活かした支援を継続的に行う。

ＳＳＨ事業（第Ⅲ期）の取組
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学期 単元名 学習内容

１学期

あなたにとってのキャリアとは何？
・農業高校で学ぶことの意義
・将来求められる資質・能力

学校農業クラブ活動の実際

栽培プロジェクト①（果菜類）

・学校農業クラブ活動について

・プロジェクト学習の方法と進め方
・農業生産の基礎
・暮らしと農業 等

２学期 栽培プロジェクト②（葉菜類・根菜類）

３学期 私たちの暮らしと農業・農村

科目「農業と環境」

１ 目標
 農業生物の育成と環境の保全についての、体験的、探究的な学習を通して、
科学的思考力と課題解決能力の育成を図る。

２ 学習内容等
１学年全生徒が、栽培や飼育、環境の調査などの体験的、継続的な学習を通

して、「観察‐記録‐まとめ‐分析・考察」を行う。
また、課題の解決に向け、「課題設定‐計画立案‐実施‐反省・評価」とい

う学習過程を通して、プロジェクト学習法について学習する。

探究活動の深化（第１学年）
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学校設定科目「アグリサイエンス」

探究活動の深化（第１学年）

● 教科「農業」と教科「理科」の融合した科目
「計画」―「実験」 ―「分析」―「まとめ」を行いながら探究を体験的

に繰り返し学習する。

１ 目標
 ２・３年生の「SS課題研究」を行うために必要な科学技術リテラシーの

基礎を育成する。

２ 学習内容
 課題研究の進め方や科学的に物事を捉える見方・考え方を実際にプレ研

究を数多く行って体験的に学習する。

３ 特徴的な授業の進め方：「SAINOメソッド」
・ 探究の１周目⇒教員が提示した課題を明らかにするために自分で計画を

立てて実験を行い、探究する。
・ 探究の２周目⇒１周目で生まれた疑問をもとに自分で課題を設定し、探

究する。
・ 同じ学習内容につき、主体的に関わり、内容を深化させながら探究の過

程を２周させることによって科学研究の基礎を確実に身に付けることがで
きる。
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学期
単元名

学習内容
農業分野 理科分野

１学期
ガイダンス

アグリサイエンスガイダンス
（研究倫理など）

作物の生長と養分 光電池 ①課題発見、②仮説設定、
③検証実験計画立案、④実験実施、
⑤実験結果検討、⑥検証結果の論理的説
明、⑦発表、⑧研究評価

２学期 酵素ロケット 酵素の性質

３学期 ビジョン思考

学校設定科目「アグリサイエンス」

探究活動の深化（第１学年）
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「データサイエンス」
（１単位）

 

「グローバル サイエンス」
（１単位）

 

探究の過程と学校設定科目の設置

論理的説明能力

評価・検討・改善能力

プレゼンテーション能力

探究活動の深化（第２学年）
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３ 単元と学習内容

学習時期 単元 学習の内容

４月～６月
記述統計と表計算ソフトを用い
たデータ分析

代表値、分散・標準偏差、度数分布図と
ヒストグラム、クロス集計など

６月～10月
確率分布と推測統計、統計的検
定

二項分布、正規分布、推定、ｔ検定、２
群の平均値の差の検定、ｐ値、エラー
バー

10月～11月 統計的な分析の実験① 農業に関する実験データの分布

12月～３月 統計的な分析の実験② 各学科の専門分野に関するデータの分析

学校設定科目「データサイエンス」（１単位）

１ 目標
 ２・３年生の「SS課題研究」を行うために、各学科の課題研究 の特性に応

じて、生徒の論理的説明能力や評価・検討・改善能力の育成を図る。

２ 学習内容
 実験から得られたデータを統計的に処理する方法の学習や、先輩の先行研

究のデータや農業に関するデータを基にデータの意味や実験の方法の検討し
たりする活動を行う。

探究活動の深化（第２学年）
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３ 単元と学習内容

学期 単元 学習内容

１学期

農業分野
プレゼンテーショ
ンの基本

「農業と環境」で学習したことについてのプレゼ
ンテーション（日本語）

英語分野
英語プレゼンテー
ションの基本

プレゼンテーションに必要な語彙や表現等
（数の表現、グラフ説明のための表現、プレゼン

テーション表現）

２学期 Research Presentation Ⅰ
先行研究の内容についてのプレゼンテーション
（日本語、英語）

３学期 Research Presentation Ⅰ
自分の「SS課題研究1」研究内容のプレゼンテー
ション（英語）

学校設定科目「グローバルサイエンス」（１単位）

１ 目標
各学科の特性に応じた専門的な英語の語彙力や表現力、プレゼンテーション

能力の育成を図る。

２ 学習内容
２・３年生の「SS課題研究」を行うために先輩の先行研究や自身の研究を

日本語や英語で他者に伝わるように資料作成や発表する活動を行う。

探究活動の深化（第２学年）
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学校設定科目「SS課題研究Ⅰ」「SS課題研究Ⅱ」の目標等

科目 「SS課題研究Ⅰ」 「SS課題研究Ⅱ」

目標
地域や世界を舞台とした農業に関
する社会課題を創造的に解決する
力の育成を図る。

地域や世界を舞台とした農業に関
する社会課題を創造的に解決する
力の育成を図る。

指導方法
・

評価方法

・２学年全生徒が２単位履修。

・全学科、少人数４展開事業（農
業科教員３名、理科教員１名）

・生徒が具体的な研究テーマを設
定し、その研究を進める「プロ
ジェクト型学習」により、生徒
が主体的に研究に取り組む姿勢
を涵養し、本校が定め「SAINO
スタンダード」に基づき、各段
階で育てる資質・能力に応じた
ルーブリックを用いて評価する。

・３学年全生徒が４単位履修。

・全学科、少人数４展開事業（農
業科教員３名、理科教員１名）

・大学、研究機関、産業界等との
連携を行い、「プロジェクト型
学習」により、生徒が主体的に
取り組む姿勢を涵養し、本校が
定めた「SAINOスタンダー
ド」に基づき、各段階で育てる
資質・能力に応じたルーブリッ
クを用いて評価する。

探究活動の深化（第２学年・第３学年）
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「探究マッチングⅠ・Ⅱ・Ⅲ」

１ 目的
SAINOスタンダードを指標とする９つの資質・能力を身に付ける。

２ 内容
 全ての学年において、指導・支援におけるガイダンス機能を充実させること
で、科目選択（履修）や適切な研究テーマ設定、進路選択等を促す仕組み。

探究活動の深化（全学年）
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1年生対象
講演会（県立
広島大学）

担任による
進路に関する
個人面談



広島県立西条農業高等学校 ３年間の道しるべ

【育成したい資質・能力】
● 科学技術リテラシー

… 課題設定能力、知識・技能習得能力、合意形成能力、仮説設定・計画能力、
   論理的説明能力、プレゼンテーション能力、評価・改善・検討能力

● グリット
● グローバルマインド

校訓 創造・実践・育命 

４

探究マッチングⅠ

第１学年

第２学年

第３学年

探究マッチングⅡ

探究マッチングⅢ

学年・担任

教科・学科・教務

生徒

進路

生徒会

生徒指導・保健美化

SSH

学年・担任

教科・学科・教務

生徒

進路

生徒会

生徒指導・保健美化

SSH

学年・担任

教科・学科・教務

生徒

進路

生徒会

生徒指導・保健美化

SSH

「西農生になる」
→ 学校生活の基礎固め、農業高校で何を学ぶ？

第１回
面談
期間

進路
希望別学習

第２回
面談
期間

農業探究
プログラム

夏休み明け「リスタート」
自己の将来について考える

スタサポ
進路

希望調査

夏季
三者懇談

スタサポ
振り返り

新入生
合宿
研修

１学期の振り返り
夏休み

教科学習の
ガイダンス

５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３

実力診断
テスト

類型選択

高大接続
講演会

第３回
面談
期間

冬季
三者懇談

自己の立ち位置を知る
→ 今後の目標の見直し

「２年０学期」
→ 次年度に向けた準備

文化祭に
向けた取組

第１回
意識調査

第２回
意識調査

Ai GROW
第１回

Ai GROW
第２回

当たり前の徹底 ＋ 自分の強みづくり
→ 資格取得、部活動、コンテストにも挑戦

第１回
面談
期間

第２回
面談
期間

第３回
面談
期間

スタサポ

スタサポ
振り返り

夏季
三者懇談

体験
研修旅行

教科学習の
ガイダンス

Ai GROW
第１回

Ai GROW
第２回

高大接続
大学訪問

高大接続
研究室見学

高大接続の取組
参加生徒募集

アグリサイエンス
開始

SS課題研究Ⅰ
開始

切り替え＋自己の進路目標を確立
→ 第１志望先・類型の決定

「３年０学期」 → 進路実現に向けた取組のスタート
課題研究テーマのマッチング

実力診断
テスト

実力診断
テスト

国公立G

就職G

就職G
実力診断
テスト 国公立G

進路ノート
作成

外の世界を見る（OC、IS、研修旅行）
→ 自己の将来の具体化する

最上級生としての自覚ある行動
目標実現に向けた取組、全志望先の決定

SS課題研究Ⅱ開始

高大接続の取組開始

研究成果
発表会

研究成果
発表会

研究成果
発表会

各種G

進路
希望調査

進路
希望調査

進路
希望調査

進路希望調査

学年集会

就職に向けた取組

サマーセミナー進路希望別に模試受験・面接指導

面接指導

Ai GROW
第１回

Ai GROW
第２回

目標実現に向け、
全力で夏休みを過ごす

第１回
面談
期間

第２回
面談
期間

万全の準備をして、試験本番に臨む
課題研究の成果をまとめていく

最後までやり切る
３年間の学びの成果を発表する

文化祭に
向けた取組

【教育目標】 校訓「創造、実践、育命」を基盤とした農業高校の特長である実践的・探究的な教育
 活動を通して、認知能力、非認知能力を兼ね備え、地域や国際舞台において、持続可
 能な社会の形成に寄与する人材を育成する。

【育てたい生徒像】    ● 夢や志を具現化する生徒（創造）
 ● 失敗を恐れず自ら行動する生徒（実践）
 ● 自然・生命体や他者に畏敬の念を持てる生徒（育命）

文化祭に
向けた取組

文化祭に
向けた取組

文化祭に向けた取組

チューターによる指導・各教科の個別指導

文化祭に向けた取組教科学習のガイダンス

チューター
決定

夏季
三者懇談

冬季
三者懇談

冬季
三者懇談

進路希望別に模試受験・面接指導

探究の基礎を習得し、農
業高校での学び方、高校
生活の過ごし方を身に付
けることを通して、自己の
生き方・在り方について考
える。

探究活動を実際行うと同
時に、様々な活動に挑戦し、
多様な人との関わりを通し
て、自己の生き方・在り方
の方向性を決めていく。

探究活動を深化させ、進路
実現に向けて自ら主体的
に行動することで、自己の
生き方・在り方を確立して
いく。

大学入学
共通テスト
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広島県立西条農業高等学校 ３年間の道しるべ

【育成したい資質・能力】
● 科学技術リテラシー

… 課題設定能力、知識・技能習得能力、合意形成能力、仮説設定・計画能力、
   論理的説明能力、プレゼンテーション能力、評価・改善・検討能力

● グリット
● グローバルマインド

校訓 創造・実践・育命 

４

探究マッチングⅠ

第１学年

第２学年

第３学年

探究マッチングⅡ

探究マッチングⅢ

主な探究活動

教科・学科・教務

生徒

進路

外部連携
（研究機関・JA・企業等）

外部連携
（大学・農技大等）

SSH

主な探究活動

教科・学科・教務

生徒

進路

外部連携
（研究機関・JA・企業等）

外部連携
（大学・農技大等）

SSH

主な探究活動

教科・学科・教務

生徒

進路

外部連携
（研究機関・JA・企業等）

外部連携
（大学・農技大等）

SSH

「西農生になる」
→ 学校生活の基礎固め、農業高校で何を学ぶ？

進路
希望別学習

農業探究
プログラム

夏休み明け「リスタート」
自己の将来について考える

スタサポ
進路

希望調査
スタサポ
振り返り

１学期の振り返り
夏休み

教科学習の
ガイダンス

５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３

実力診断
テスト

類型選択

高大接続
講演会

自己の立ち位置を知る
→今後の目標の見直し

「２年０学期」
→ 次年度に向けた準備

文化祭に
向けた取組

第１回
意識調査

第２回
意識調査

Ai GROW
第１回

Ai GROW
第２回

当たり前の徹底 ＋ 自分の強みづくり
→ 資格取得、部活動、コンテストにも挑戦

スタサポ

スタサポ
振り返り

教科学習の
ガイダンス

Ai GROW
第１回

Ai GROW
第２回

高大接続
大学訪問

高大接続
研究室見学

高大接続の取組
参加生徒募集

アグリサイエンス
開始

SS課題研究Ⅰ
開始

切り替え＋自己の進路目標を確立
→ 第１志望先・類型の決定

「３年０学期」 → 進路実現に向けた取組のスタート
課題研究テーマのマッチング

実力診断
テスト

実力診断
テスト

国公立G

就職G

就職G
実力診断
テスト 国公立G

進路ノート
作成

外の世界を見る（OC、IS、研修旅行）
→ 自己の将来の具体化する

最上級生としての自覚ある行動
目標実現に向けた取組、全志望先の決定

SS課題研究Ⅱ開始

高大接続の取組開始

研究成果
発表会

研究成果
発表会

研究成果
発表会

各種G

進路
希望調査

進路
希望調査

進路
希望調査

進路希望調査

就職に向けた取組

サマーセミナー進路希望別に模試受験・面接指導

面接指導

Ai GROW
第１回

Ai GROW
第２回

目標実現に向け、
全力で夏休みを過ごす

万全の準備をして、試験本番に臨む
課題研究の成果をまとめていく

最後までやり切る
３年間の学びの成果を発表する

【教育目標】 校訓「創造、実践、育命」を基盤とした農業高校の特長である実践的・探究的な教育
 活動を通して、認知能力、非認知能力を兼ね備え、地域や国際舞台において、持続可
 能な社会の形成に寄与する人材を育成する。

【育てたい生徒像】    ● 夢や志を具現化する生徒（創造）
 ● 失敗を恐れず自ら行動する生徒（実践）
 ● 自然・生命体や他者に畏敬の念を持てる生徒（育命）

文化祭に向けた取組

チューターによる指導・各教科の個別指導

文化祭に向けた取組教科学習のガイダンス

チューター
決定

進路希望別に模試受験・面接指導

探究の基礎を習得し、農
業高校での学び方、高校
生活の過ごし方を身に付
けることを通して、自己の
生き方・在り方について考
える。

探究活動を実際行うと同
時に、様々な活動に挑戦し、
多様な人との関わりを通し
て、自己の生き方・在り方
の方向性を決めていく。

探究活動を深化させ、進路
実現に向けて自ら主体的
に行動することで、自己の
生き方・在り方を確立して
いく。

大学入学
共通テスト

学校設定科目「SS課題研究Ⅰ」・「グローバル・サイエンス」・「データ・サイエンス」

学校設定科目「SS課題研究Ⅱ」

科目「農業と環境」、学校設定科目「アグリ・サイエンス」、「農業探究プログラム」

農技大オープン
キャンパス

農技大オープン
キャンパス

農技大オープン
キャンパス

オープンキャンパス（農技大含む）

アグリサミット

フードフェスティバル

アグリサミット

アグリサミット

フードフェスティバル

フードフェスティバル

オープンキャンパス（農技大含む）

オープンキャンパス
（農技大含む）

インターンシップ

インターンシップ（応募前見学）

県立広島大学アドバンスト・プレイスメント

高大接続（県立広島大学・広島大学・広島市立大学）

ＳＳＨ講演会
（全員/学科別）
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「マイ・カリキュラム制度」

１ 目的
自分自身が描く、将来の目標実現させるために必要な資質・能力を高める。

２ 内容
自らが深めたいと考える、学びの内容や進め方、学習の習得状況に合ったカ

リキュラム（履修を、自らが考え、組み立てることできまる。）

３ 類型及び履修内容

探究活動の深化（第３学年）

類型 履修内容

A 類型 指導の個別化を図る共通科目中心

A’類型
指導の個別化を図る共通科目中心

＋
学習の個性化を図る探究科目

B 類型 専門科目中心
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「ハイスクールラボ」 （特別研究生徒対象）

１ 目的
 将来の科学技術人材を目指す生徒が、９つの資質・能力をロールモデルレベ

ルへの到達を目指す。

２ 内容
高等学校における学習活動と、連携する大学の研究室等の学習活動から、個

別最適な視点に立った探究活動と、学校設定科目 との往還によって、探究活動
をより深める。

３ 履修科目
学校設定科目「探究数学」（２単位）・「探究理科」（３単位）・

「探究英語」（２単位）
学校設定科目「SS探究」（６単位）

課題研究計画
発表会

広島市立大学オン
ラインでの指導・
助言

探究活動の深化（第３学年）
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➢ 地域産業の復活と廃品の有効利用を目指し、豚の餌にオ
リーブ油の搾りかすを混ぜ込み、良質な肉質を形成した養豚
の在り方に関する研究

➢ 世界的な課題となっている食料問題、取り分けタンパク質
の効果的な確保を目指し、コオロギの飼育及び昆虫食普及に
関する研究

➢ 水稲栽培とキノコ栽培の循環型農業を目指し、水稲栽培に
より発生する産業廃棄物（もみ殻）を、キノコの廃菌床とし
て活用し、栽培が困難なシイタケ等の栽培技術の確立させる
研究

➢ 地域畜産のブランド強化と持続可能な畜産経営モデルの構
築を目指し、赤ぬかや牡蠣殻石灰などの地域資源を活用して、
高品質な和牛生産を実現する短期肥育技術の確立に取り組む
研究

プロジェクト研究のテーマ（例）
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高校生が育てた“極上ハム”

出典：RCCイマナビ（Ｒ5．6．８）
34



有効利用！もみ殻100％菌床でキノコ栽培

出典：TSS ライク（Ｒ5．５．26）
35



コオロギでフードロス消滅？宇宙食も？

出典：TSS ライク（Ｒ5．６．9）
36



第８回和牛甲子園（東京・品川）
R７.１.16・17

第８回和牛甲子園 総合優勝
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広島特産のレモンやナシを生かした商品を開発し、産地の活性化を図りたいと
いう願いと、今年の夏、中国地区でインターハイが開催されることに伴い、頑
張っている高校生を応援したいという思いから、広島県の特産品であるレモンや
ナシを使った飲みやすい味で、果実の風味を出せるスポーツドリンクを開発しま
した。

この開発では、企業、広島商業高等学校と協働し、三社の思いを一つにした商
品を開発することができた。

西条農業高等学校と広島商業高等学校がアシードビバレッジプラス株式会
社と共同し、スポーツドリンク「Portal(ポータル)」を開発

38



39

No. 学科 ＳＳ課題研究Ⅰ（２学年） 分野

１ Ａ メロン栽培における日本酒添加の効用② 食料供給
２ Ａ イチゴ栽培における未利用資源の活用② 食料供給
３ Ａ 身近に植物の癒しを ～高吸収性樹脂を用いた簡易植物栽培キット～ 環境保全
４ Ａ バチルス菌を使って、作物の成長は促進されるのか 食料供給
５ Ａ 敵を味方に ～害虫を使って強い植物を作る～ 環境保全
６ Ａ 循環型の草花栽培 資源活用
７ Ａ 接ぎ木を利用した果樹の栽培 地域振興
８ Ａ 防虫効果のある植物を使った病害虫の防除 環境保全
９ Ａ ブドウの肥大化による収量の増加を目指して 食料供給
10 Ｚ 戻し堆肥への竹炭導入の効果についての研究 食料供給、環境保全、資源活用
11 Ｚ 牡蠣殻を使った乳房炎の防除 食料供給、環境保全、資源活用
12 Ｚ 乳牛の暑熱対策に係る研究 食料供給
13 Ｚ オリーブポマスを活用した高品質な豚肉生産について 食料供給、地域振興、資源活用
14 Ｚ 子豚期の飼料摂取量向上で「極上」目指す取組 食料供給
15 Ｚ 豚舎の環境改善 ～暑熱対策・防寒対策～ 食料供給
16 Ｚ オリーブポマスの活用方法の拡大を目指した研究 食料供給、地域振興、資源活用
17 Ｚ 牡蠣殻石灰による戻し堆肥の活用 資源活用
18 Ｚ とぎ汁を活用した飼料的価値の向上 資源活用
19 Ｚ 新飼料の開発 資源活用
20 Ｚ 馬の健康に関する研究 ヒューマンサービス
21 Ｄ 豆をこまめにとろう！！ 健康増進
22 Ｄ 朝食欠食の対策 健康増進
23 Ｄ おからでお体健康に ～食品ロスをカラに～ 健康増進
24 Ｄ 貧血の予防 健康増進
25 Ｄ 高齢入院患者の間食 健康増進
26 Ｄ 20歳までに丈夫な骨を作ろう!! 健康増進
27 Ｄ おもちゃで学ぼう ～知的スキルを身に付けられるおもちゃを作ろう～ 地域振興
28 Ｄ 楽しく知識を身に付けよう！ 地域振興
29 Ｄ 楽しい食事をするために！ ～好き嫌いをなくして野菜の役目を知ってもらおう～ 地域振興
30 Ｄ 廃棄される果物の皮を使って和紙をつくる ～果物から出るムダをなくそう～ 資源活用
31 Ｄ 不飽和脂肪酸は酵母を紫外線から守れるか 食料供給

Ａ：園芸科 Ｚ：畜産科 Ｄ：生活科 Ｍ：農業機械科 Ｌ：緑地土木科 Ｂ：生物工学科 Ｆ：食品科学科

令和７年度「SS課題研究Ⅰ」におけるテーマ一覧 参 考
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No. 学科 ＳＳ課題研究Ⅰ（２学年） 分野

32 Ｍ プラスチックの摩擦を減らすのに適している身近な食用油を探す 環境保全
33 Ｍ 圧電発電システムに関する研究 環境保全
34 Ｍ 廃材を利用したバッターボックスの作製 資源活用
35 Ｍ 環境に優しい!ダイラタンシーを緩衝材として使う! 環境保全
36 Ｍ 昆虫食で家計を支えよう! ～乾燥機を発明しよう～ 食料供給
37 Ｍ ラジコンで未来の車へ! 環境保全
38 Ｌ 緑の暑熱対策 環境保全
39 Ｌ 森林樹木調査を活用した里山づくり 環境保全
40 Ｌ 竹炭づくりを通した地域活性化プロジェクト～ 地域振興
41 Ｌ 里山未利用資源の活用 資源活用
42 Ｌ ヒトと自然の共存に向けて ～美しく管理されたビオトープづくりを通して～ 環境保全
43 Ｂ 高温ストレス耐性の強化について 資源活用、地域振興
44 Ｂ ジャガイモのマイクロチューバ誘導について ～ウィルスフリー球を作り出せ～ 食料供給
45 Ｂ 汚泥肥料に代替した作物栽培 資源活用、地域振興
46 Ｂ 未利用資源からのバイオエタノール生成 地域振興、資源活用
47 Ｂ 日本の食料自給率向上のための家庭内食料自給率を上げる研究 食料供給
48 Ｂ メダカの腸内細菌について 食料供給、環境保全
49 Ｂ 水害に強い広島菜の育成 食料供給、地域振興
50 Ｂ コオロギの糞の有効活用 食料供給、環境保全
51 Ｂ 活性汚泥を活用した水質改善 環境保全
52 Ｂ 竹炭を使ったネオニコチノイドの吸着 環境保全
53 Ｂ 高温耐性チンゲンサイの作出 食料供給
54 Ｂ トビイロシワアリの生物農薬への活用 食料供給、環境保全
55 Ｂ アクアポニックス ～小さな水槽から始まる農業改革～ 資源活用
56 Ｂ サイジョウコウホネの大量増殖と保全 環境保全
57 Ｂ 様々な土壌条件による根粒形成について 資源活用
58 Ｆ 目指せ厚さ3.0 cm ～ホットケーキミックスとベーキングパウダーの黄金比～ ヒューマンサービス
59 Ｆ 野菜クズの有効活用 資源活用
60 Ｆ もみ殻、ピーナッツ殻等の農業未利用資源をきのこ菌床に活用する研究 資源活用
61 Ｆ コーヒーカスの有効利用に関する研究 環境保全
62 Ｆ ケルセチンの利用方法に関する研究 健康増進
63 F 宗教の違いがあっても食べられるカレーの開発 ヒューマンサービス

Ａ：園芸科 Ｚ：畜産科 Ｄ：生活科 Ｍ：農業機械科 Ｌ：緑地土木科 Ｂ：生物工学科 Ｆ：食品科学科

令和７年度「SS課題研究Ⅰ」におけるテーマ一覧 参 考
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No. 学科 ＳＳ課題研究Ⅱ（３学年） 分野

１ Ａ シクラゲの肥料化 資源活用

２ Ａ イシクラゲの栽培 資源活用

３ Ａ イシクラゲを用いたエディブルフラワー 食料供給

４ Ａ イチゴ栽培における未利用資源の活用 食料供給

５ Ａ ミツロウの活用 資源活用

６ Ａ 西条柿の品質向上 食料供給

７ Ａ 炭を活用した土壌改良 環境保全

８ Ａ ブドウの葉に関する研究 食料供給

９ Ａ 有機肥料施肥による作物の生育調査 環境保全

10 Ａ 軟腐病の有機的な防除方法の検討 環境保全

11 Ａ メロン栽培における日本酒添加の効用 食料供給

12 Ｚ オリーブポマスを活用した高品質な豚肉生産 食料供給、地域振興、資源活用

13 Ｚ オリーブポマスの活用方法拡大を目指した研究 環境保全、資源活用

14 Ｚ 豚舎の暑熱対策 食料生産

15 Ｚ 馬の疝痛予防に関する研究 ヒューマンサービス

16 Ｚ 赤ぬかペレットを用いた短期肥育 食料供給、地域振興、資源活用

17 Ｚ 有機石灰を利用した戻し堆肥の活用 環境保全、資源活用

18 Ｚ 戻し堆肥への竹炭導入の効果についての研究 食料供給、環境保全、資源活用

19 Ｚ 家畜の食べこぼし防止に関する研究 食料供給

20 Ｚ 牡蠣殻を使った乳房炎の防除 食料供給、環境保全、資源活用

21 Ｄ 時間がない人のための時短料理 健康増進

22 Ｄ 米の消費量を拡大しよう！ 食料供給

23 Ｄ 食品ロスを減らそう 食料供給

24 Ｄ 栄養満点 乳幼児のごちそう！ 健康増進

25 Ｄ 子どもの好き嫌いをなくそう 健康増進

26 Ｄ ナットウキナーゼ足りてるぅ？ ～納豆でおいしく健康に～ 健康増進

27 Ｄ 骨を丈夫にしたいけん！！ ～カルシウムで骨粗鬆症を予防しよう～ 健康増進

28 Ｄ 間食でおいしく健康に 健康増進

Ａ：園芸科 Ｚ：畜産科 Ｄ：生活科 Ｍ：農業機械科 Ｌ：緑地土木科 Ｂ：生物工学科 Ｆ：食品科学科

令和７年度「SS課題研究Ⅱ」におけるテーマ一覧 参 考
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No. 学科 ＳＳ課題研究Ⅱ（３学年） 分野

29 Ｍ 箱罠の作動感度の向上と剛性強化 ～ヌートリア捕獲のために～ 環境保全

30 Ｍ スペースの有効活用に関する研究 ～机収納具の製作を通して～ 資源活用

31 Ｍ 画像を用いた簡易的な成育分析に関する研究 食料供給

32 Ｍ 鳥獣被害減少のための足音認識を用いた農作物見守りシステム 食料供給

33 Ｍ 竹炭肥料の有効性に関する研究 食料供給

34 Ｍ 竹の特性を活かした日用品に関する研究 ～長期間使用できる製品の製作～ 資源活用

35 Ｍ 自動車の登坂性能に関する基礎研究 環境保全

36 Ｍ エレクトロクロミズムに関する基礎研究 環境保全

37 Ｍ YOLOを用いたトマト栽培における脇芽の位置の特定に関する研究 食料供給

38 Ｌ 明鏡池の水質と集水域の関連性について 環境保全

39 Ｌ ２号館屋上緑化計画 －生徒が集う憩いの空間の創造－ 環境保全

40 Ｌ 里山を利用した循環型社会の構築 ～森林樹木調査をとおして～ 環境保全

41 Ｌ ヒトと自然の共存に向けて ～地域と連携した竹炭づくりを通して～ 地域振興

42 Ｌ ヒトと自然の共存に向けて ～里山未利用資源の活用を目指して～ 資源活用

43 Ｌ ヒトと自然の共存に向けて ～美しく管理されたビオトープづくりを通して～ 環境保全

44 Ｂ
酒粕がイネの高温ストレス耐性を強化 ～未利用資源の酒粕を利用した新たな肥料
開発を目指して～

資源活用、地域振興

45 Ｂ ジャガイモのマイクロチューバ誘導について ～ウィルスフリー球を作り出せ～ 食料供給

46 Ｂ 汚泥肥料に代替した作物栽培 資源活用、地域振興

47 Ｂ 未利用資源からのバイオエタノール生成 地域振興、資源活用

48 Ｂ 日本の食料自給率向上のための家庭内食料自給率を上げる研究 食料供給

49 Ｂ メダカの腸内細菌について 食料供給、環境保全

50 Ｂ アクアポニックス ～小さな水槽から始まる農業改革～ 資源活用

51 Ｂ サイジョウコウホネの大量増殖と保全 環境保全

52 Ｂ 様々な土壌条件による根粒形成について 資源活用

Ａ：園芸科 Ｚ：畜産科 Ｄ：生活科 Ｍ：農業機械科 Ｌ：緑地土木科 Ｂ：生物工学科 Ｆ：食品科学科

令和７年度「SS課題研究Ⅱ」におけるテーマ一覧 参 考
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学科 テーマ 概 要 分 野
連携先

（企業・大学・研究機関等）

園芸科 炭を活用した土壌改良
竹や剪定枝などの未利用資源を炭化させ、
土壌投与による地力や作物への影響につ
いて検証を行う。

環境保全
県立広島大学生物資源科学
部 地域資源開発学科
教授 荻田信二郎

園芸科
軟腐病の有機的な防除
方法の検討

多くの野菜で発症する軟腐病について、
その原因となる軟腐病菌を環境中から単
離することで、環境に配慮した有機的な
防除方法の検証を行う。

環境保全
県立広島大学生物資源科学
部 生命環境学科
教授 安藤 杉尋

農業機械科
鳥獣被害減少のための
足音認識を用いた農作
物見守りシステム

コンピュータの音声認識技術を活用する
ことで、人間と害獣を判別可能できる、
安全で正確な害獣撃退器を作製し、農業
従事者の負担軽減を実現する。

食料供給
広島市立大学 情報科学部
システム工学科
准教授 中山 仁史

生物工学
未利用資源からのバイ
オエタノール生成

未利用資源である雑木林、雑草、もみ
がらなどを活用し、バイオエタノールの
生成することで、新たなエネルギー源の
確保について研究する。

地域振興
資源活用

県立広島大学
学長 森永 力

食品科学科
梨とレモンを使ったス
ポーツ飲料の開発

令和7年度インターハイに向けて、選手を
応援するためのスポーツ飲料を開発する。
果汁濃度を変え、官能検査を行いアン
ケートを実施。より美味しく飲める味を
調査する。企業と連携し実際に商品化と
販売を行う。

健康増進
県立広島大学地域創生学部
健康科学コース
准教授 鍛島秀明

令和７年度SS課題研究Ⅱ（Next Stage）テーマ一覧 参 考
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No. 活動内容 研究テーマ 表彰

1
武田科学技術振興機構
「高等学校理科教育振興助成」

チンゲンサイの耐暑性に関する遺伝子の探索～地球温暖化に
耐えうる品種の創出を目指して～

採択

2
バイテク情報普及会主催
「第９回高校生科学教育大賞」

雨や猛暑に負けない広島菜を！地域ブランド「広島菜漬」の
再興プロジェクト！

審査員特別賞

オリーブアナアキゾウムシはどうやってオリーブにとりつく
のか

奨励賞

3
公益財団法人かずさDNA研究所
2025年度高校生部活動支援プログ
ラム

ゲノム×栽培技術！高水害耐性広島菜を生み出す種苗育成技
術開発と産業再興への取組

採択

4
第33回衛星設計コンテスト
「ジュニアの部」

不飽和脂肪酸は紫外線から酵母を守れるか
～生活科女子が宇宙空間で酵母を育て、パンを作れる方法を
発見する～

参加

5
第10回中高生のためのかはく科学研
究プレゼンテーション大会

酒粕で地球温暖化から農産物を守れ！～コメの品質向上を目
指して～

奨励賞

コオロギ飼料がメダカの成長と腸内細菌叢へもたらす影響 奨励賞

6
第23回生活創造コンクール
（SSC2025プロジェクト）

野菜くずの堆肥利用における土壌や植物の生育への影響 所長賞

ハッサクの果皮を使った食品を作ろう 参加

7 第49回全国高等学校総合文化祭
コオロギのフンの潜在的生物機能
～フンに含まれる微生物の力で土壌改良材を開発～

優秀賞

8
令和７年度スーパーサイエンスハイ
スクール生徒研究発表会

養コオロギの廃棄物を細菌の力で土壌改良材に 奨励賞

9
日本土壌肥料学会2025年度新潟大
会「高校生による研究発表会」

コオロギのフンに含まれる細菌の能力
コオロギ生産廃棄物を土壌改良材として活用するために

最優秀ポスター賞

10
第16回 坊っちゃん科学賞 研究論文
コンテスト

コオロギ生産廃棄物で作成した土壌改良材の効果 優良入賞

11 日本水産学会秋季大会

コオロギ飼料がメダカの成長と腸内細菌叢へもたらす影響 優秀賞

広島湾東部倉橋島周辺海域に優占出現するオキヒイラギ幼魚
の体サイズ組成

参加

令和７年度 学会・コンテスト・発表会 参加生徒一覧 参 考
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No. 活動内容 研究テーマ 表彰

12 第69回広島県科学賞

野菜くずの堆肥利用における土壌や植物の生育への影響 入選

ハッサクの果皮を使った食品を作ろう 入選

「カッテージチーズを作るには、酢とレモン汁はどちらが良いのか」 努力賞

導電性ポリマーに関する基礎研究 努力賞

重曹とクエン酸の冷却反応と質量比の関係 入選

脱水汚泥による海水成分および海水中の微生物量への影響～瀬戸内海
の貧栄養化の改善を目指して～

入選

コオロギのフンの生物機能Ⅱ
～フンに含まれる細菌の能力と作用～

特選

リン溶解能力の高いリン溶解菌の選抜とリン溶解菌の接種が植物の生
育に与える影響

特選

犬の行動からの学び 入選

黒瀬川の水生生物による水質調査 入選

睡眠の質について 入選

水と植物の成長について 努力賞

テッポウウオの水鉄砲に射水溝と口腔弁が及ぼす影響～水鉄砲の仕組
みに関する２つの仮説の検証に向けて～

入選

13 サイエンスファーム2025 牡蠣殻を用いた乳房炎対策にかかわる研究 産業貢献賞

令和７年度 学会・コンテスト・発表会 参加生徒一覧

令和７年11月30現在

参 考



１ 高大接続に向けた取組

高大接続システムの構築

○ 「探究マッチング」によるガイダンス機能の充実と大学での研究に興味・
関心の高い生徒への指導・支援を行う。

○ 「探究マッチング」において、大学での研究に対する興味・関心を高める。

・ １年生全生徒を対象に県立広島大学や広島市立大学情報科学部の講演会
を行い、希望者を対象に両大学の研究室訪問を行う。

・ ２年生において、大学での研究に興味・関心が高く、より専門的な研究
を行いたいと考える生徒を対象に、面談等を行いながら、「科学技術人材
育成協働研究協定に基づく課題研究連携」の連携生徒を選出する。

・ ３年生では、「ハイスクールラボ」において、テーマメイキングの段階
から大学の先生と個別に連携し、高校と大学が協働して大学での研究に興
味・関心の高い生徒への指導・支援を行う。

46

２ SS課題研究での大学、企業、研究機関との連携

○ 専門的な知識や技術の指導・助言により、研究活動への興味・関心を高める。

・ SS課題研究を進める際、大学や企業、研究機関から実験・実習の指導を
受けることで、より専門的な研究連携を積極的に進めている。
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３ SSH講演会

○ 研究に対する姿勢や考え方を聴講し、科学研究に対する興味・関心の向上
を図る。

 ・ 科学研究における各分野で活躍されている研究者等を招き、講演会を
行う。

ＳＳＨ講演会

県立広島大学
研究室訪問

高大接続システムの構築
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参考資料



実験・実習

【観察】

【記録】

実践的・探究的な学習

49
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学習成果 第１学年・科目「農業と環境」「総合実習」
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学習成果 第１学年・科目「農業と環境」
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学習成果 第１学年・科目「農業と環境」
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学習成果 第１学年・学校設定科目「アグリサイエンス」
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学習成果 第２学年・学校設定科目「ＳＳ課題研究Ⅰ」
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学習成果 第３学年・学校設定科目「ＳＳ課題研究Ⅱ」
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学習成果 学校設定科目「ＳＳ課題研究Ⅱ」
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学校農業クラブ活動 プロジェクト学習の流れ

現状

目的

目標 目標 目標 目標

目標と現状の差から，

 問題点や疑問点  を抽出する問題点や疑問点

プロジェクト
↓

プロジェクトの結果

課題

➢ プロジェクトの結果を踏まえて再度目標と現状の比較
を行う（得られた結果は現状になる）。

✓ 目標を達成した場合（差がなくなったとき）
・ 他の目標に取りかかる。
・ 目標とともに目的も達成した場合は，他の目的を

考える。

✓ 目標を達成できなかった場合（まだ差があるとき）
・ 再度，課題を設定してプロジェクトを行い，目標

達成を目指す。

目標 目標

（出典）農業と環境 実教出版
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学校農業クラブ活動 プロジェクト学習（課題設定）の流れ

農場（牛肉）の経営状態が
よくない

売り上げをもっと増やす。（目的）
肉質の向上？コスト削減？

知名度の向上・・・？（目標）

宣伝をしていない。
オリジナル商品が少ない・・・

新商品の開発

目的をはっきりさせ，
目標を設定させる

問題点や疑問点に
気が付く

課題を設定する

（出典）農業と環境 実教出版



課題

時間軸

イメージ

空間軸

現況との比較による課題の設定

身に迫った，
切実感のある課題を設定

現在を時間軸で比較する

「過去はどうだったのか，
未来はどうあるべきか」

問題

現在を空間軸で比較する

「他の地域や国ではどうな
のか」

現在の自分自身のイメー
ジや知識と比較して問い
を明らかにする

「問い」の顕著化

・違和感「気になるな」
・必要感「何とかしたいかな」
・矛 盾「解決したいかな」

出典：田村 学 『授業を磨く』（2015）

課題設定の考え方
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理想（Ideal）

現実（Real）

あるべき姿
（ビジョン）

現実

問題
（Problem）

真の原因
（Root Cause）

目に見えている事柄・事象
（困っている事）

最上級の問題
（真困）

課題
（Issue）

施策
（Action）

真因が解決された状態
（短期的な到達目標）

課題を解決するための
具体的な行動

事実（Fact）

計画（Plan）

理想と現実の差
（Gap）

困っている？

ロジカルシンキング

クリティカルルシンキング

https://nehori.com/nikki/2019/11/01/post-7270/

問題発見・課題設定・課題解決の考え方
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理想（Ideal）

現実（Real）

美しい形の大房を８割
以上出荷したい。

形が不揃いで４割しか
規格に合わなかった。

問題
（Problem）

真の原因
（Root Cause）

出荷割合を４割改善する
必要がある。

課題
（Issue）

施策
（Action）

①摘粒の作業が遅れた。

②ジベレリン処理が均一でない。

③房型の調整不足。

①摘粒を計画的に実施する。
：適期を逃さない。

②処理濃度と時期を正確に実施する。
：濃度管理表を作る。

③房型を整える技術を習得する。
：練習を繰り返す。

事実（Fact）

計画（Plan）

理想と現実の差
（Gap）

困っている？

①摘粒作業を班ごとに日程化する。

②ジベレリン溶液の濃度を数値化し実施した
日付と共に記録する。

③高い技術を習得している生徒の作業を動画
で記録し共有する。

ロジカルシンキング

クリティカルルシンキング

https://nehori.com/nikki/2019/11/01/post-7270/をもとに作成

問題発見・課題設定・課題解決【例：ブドウ栽培】

https://nehori.com/nikki/2019/11/01/post-7270/
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理想（Ideal）

現実（Real）

付加価値の高い大鉢シ
クラメンを全体の90％

生産したい。

目標としていた品質に
届かず、60％しか生産

できなかった。

問題
（Problem）

真の原因
（Root Cause）

30％の生産効率を上げるため、栽
培計画の改善が必要である。

課題
（Issue）

施策
（Action）

①温環境では、茎葉・根域の活性が劣化
し、養分吸収が悪くなる。

②夏場の温室内の温度は、生育適温をは
るかに超える。

①良質な有機質肥料の投与を行う。
・茎葉・根域の形成と大型化。

②暑熱対策を万全に行う。
・栽培計時期の再検討や施設管理。

事実（Fact）

計画（Plan）

理想と現実の差
（Gap）

困っている？

①土壌微生物増加と土壌の肥沃化を
図り、植物体を強健にする。

②観察記録をもとに、播種タイミン
グや苗の冷蔵処理などの工夫を行う。

ロジカルシンキング

クリティカルルシンキング

https://nehori.com/nikki/2019/11/01/post-7270/をもとに作成

問題発見・課題設定・課題解決【例：シクラメン栽培】

https://nehori.com/nikki/2019/11/01/post-7270/
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理想（Ideal）

現実（Real）

完全資源循環型のコオロギ生産システ
ムを構築するため、コオロギ生産にお
いて排出されるゴミを限りなくゼロに
する。

コオロギ養殖において、生産量と
同程度の糞と１飼育ケース当たり
12枚の紙卵トレーをゴミとして排
出している。

問題
（Problem）

真の原因
（Root Cause）

コオロギのフンや紙卵トレー12枚
の廃棄物が出ている。

（有効に再利用する必要がある）

課題
（Issue）

施策
（Action）

①フンはコオロギの生産量と同程度排出
されており再利用法がない。

②紙卵トレーはフンなどで汚れているた
め再生紙としてはリサイクルできる。

○コオロギのフンと紙トレーを混ぜて土壌改
良材として有効活用する。

事実（Fact）

計画（Plan）

理想と現実の差
（Gap）

困っている？

①実際に捨てているものを混ぜて分解するか
どうか確かめる。

②作成した土壌改良材を用いてコマツナを栽
培してみる。

➂フン中からセルロース分解細菌を探し、分
解能力を測定する。

④フン中の最近の真菌や細菌への作用を確認
する。

⑤セルロース分解細菌を同定し、最近の性質
を調べる。

ロジカルシンキング

クリティカルルシンキング

https://nehori.com/nikki/2019/11/01/post-7270/をもとに作成

問題発見・課題設定・課題解決【例：コオロギのフンの活用】

https://nehori.com/nikki/2019/11/01/post-7270/


マ
ク
ロ

出典：令和元年度第１回カリキュラム・マネジメント研修 赤沢早人教授の資料

ミ
ク
ロ

高等学校における教育目標の階層性

第１層

第２層

第３層

第４層

第５層

第６層

第７層

第８層

第９層

第10層

教育基本法・・・第一条「教育の目的」、第二条「教育の目標」

学校教育法・・・第五十条「高等学校の目的」、第五十一条「高等学校の目標」

学習指導要領・・・知識・技能／思考力・判断力・表現力等／学びに向かう力・人間性等

学校教育目標（校是、校訓、ＳＩ、学校ビジョンなど）

「校訓『創造、実践、育命』を基盤とした農業高校の特長である実践的・探究的な教育活動を通して、認知能力、

非認知能力を兼ね備え、地域や国際舞台において、持続可能な社会の形成に寄与する人材を育成する。」

目指す生徒像 （育てたい資質・能力）

① 夢や志を具現化する生徒（創造） ② 失敗を恐れず自ら行動する生徒（実践）

③ 自然・生命体や他者に畏敬の念を持てる生徒（育命）

※ 学校の経営計画、スクールポリシー（グラデュエーション・カリキュラム・アドミッション）

重点目標（教育目標と経営目標）

① 夢や志の実現を図ろうとする意志を持った生徒が集まる学校  ② 自己の夢の実現と社会貢献に必要な資質・能力を育む学校

③ 生徒の進路希望を実現する学校 ④ 全教職員が自らの資質・能力の向上に取り組み、生きがいを感じて業務遂行に当たる学校

※ 各種全体計画・年間指導計画等

教科等・学年・ＨＲ・各分掌等の年度目標・・・教科等ごとのシラバス、クラス目標など

学期・月ごとの目標・・・「１学期は～」「９月は～」

単元（活動）ごとの目標（授業等の目標）

本時・本日の目標（授業等の目標）

①

② ③

スクールミッション
（設置機関）

マ
ス
タ
ー
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
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学校において編成する教育課程とは、学校教育の目的や目標を達成する
ために、教育の内容を生徒の心身の発達に応じ、授業時数との関連におい
て総合的に組織した各学校の教育計画である。

（出典：高等学校学習指導要領解説総則編 平成30年７月）

【参考】 カリキュラム：生徒の学びの総体

（出典：大阪教育大学 教授 田村 知子）

（１）教育目標を達成する
ために作られた計画

① 教育目標
 （学校経営計画：育成する

資質・能力等）

② 教育課程
 （各種全体計画）

③ 年間授業計画
 （シラバス）

④ 単元指導計画・評価計画

⑤ 学習指導案 等

（２）生徒の学習成果 （３）生徒の学習を支え
る組織等

① ノート ① 教材

② ワークシート ② 教員

③ 作品 ③ 家庭や地域の人材

④ 発表 ④ 学校の伝統文化 等

⑤ テスト 等
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学校の教育目標とは



総
合
的
な
探
究
の
時
間
（
探
究
）
・

特
別
活
動
（
実
践
）
で
身
に
付
け
た
力

教
科
・
科
目
で

身
に
付
け
た
力

学びに向かう力、
人間性知識・技能

思考力・判断力・
表現力等

学
校
の
教
育
目
標
に
掲
げ

る
資
質
・
能
力

① 課題設定能力 ② 知識・技能
習得能力

③ 合意形成能力 ④ ⑤ ⑥ ⑦ 評価・検討・
改善能力

⑧ グリット ⑨ グローバル
マインド

自ら課題を発見し、
解決の見通しをもっ
て課題を設定するこ
とができる。

課題を解決するため
に必要な情報を収集
したり、技能を獲得
したりすることがで
きる。

共通の課題について、
お互いの考え等を伝
え合ったり、理解し
たりすることを通し
て、結論に導くこと
ができる。

・・・・・・

情報や指導過程・思
考内容の信憑性や論
理性、及び学習過程
において振り返り、
客観的に評価・検討
して改善することが
できる。

目的を達成するため
に、情熱をもって継
続的に粘り強く努力
し、物事を最後まで
やり遂げることがで
きる。

地球規模の広い視野
で情報を捉え、文化
や価値観の違いを認
識し、自分自身の専
念や価値観を明確に
しながら、多様な人
と協同することがで
きる。

国語 地理歴史 公民 数学 理科 保健体育 芸術 外国語

・・・

農業

国語

地理歴
史

公民

数学

理科

・・・

・・・

思考力
判断力

表現力
・・・

66

学校の教育目標（育成すべき生徒像《資質・能力》）

資質・能力の考え方



年間の
 サイクル
（マクロ）

Ｐ
（計画）

Ｄ
（実施）

Ｃ
（評価）

Ａ
（改善）

・学習過程の工夫
・指導形態の工夫
・指導技術の向上
・評価規準・基準を意識した授業
・個に応じた指導の充実
・研究授業による検証

・学校の教育目標・学校評価との関連
・重点目標の設定
・年間指導計画の作成

・学習評価の工夫改善
・授業評価の実施

・授業公開の実施

・生徒の実態把握
・成果や課題の分析及び改善
・指導改善計画の作成
・授業づくりの日常化

目標・計画と連動

単元の
サイクル
（ミクロ）

Ｐ

Ｄ

Ｃ

Ａ

・評価計画に沿った評価
・蓄積した評価データの
活用

・生徒の姿を語り合う

・形成的評価に基づいた
単元計画の修正とその
記録

【目標の設定】

・学校の教育目標
・育てたい生徒像
・資質・能力 等

目標・計画と連動

目標・計画と連動

11月

12月

１月４月
２月３月

６月

７月

８月

９月

５月

10月

カリキュラム・マネジメント（ミクロ・マクロ）
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カリキュラム・マネジメントのモデル図

出典：大阪教育大学 教授 田村 知子 作成資料

学校の目標

教育目標
（育成目標）

➢ 生徒たちの何を伸
ばすのか

⇒アウトカム評価

経営目標
（組織目標）

➢ 生徒たちを伸ばす
ために教職員が何
をするのか

⇒アウトプット評価

学校の教育目標・経営目標

学校教育目標とは、学校としての教育意思を表し、教育活動の目指す方向を示し、指
針となるものであり、各学校において設定する教育の目標である。

（『新学校教育全集１ 教育目標』 ぎょうせい 1995）
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授業づくり研修３か年計画 （令和７年４月17 日）

１ 目的
本校校訓である『創造、実践、育命』に基づいた教育目標の実現を目指し、『 主体的・ 対話的で深

い学び』の視点に立った授業づくりに係る教員の資質・能力の向上を図ること。

２ 目標（アウトカム）
〇 各教科・科目の目標達成に向けて、学校教育目標の実現を意識した授業づくりに取り組んでいる教

員の割合：80％
〇 授業に主体的に参加し、充実したものとなっていると感じる生徒の割合：80％

３ 本校の現状
・ 学校教育目標の達成を目指した授業づくりにおいて、さらなる探究活動の充実を目指すにあたり、

各教科・科目における学習内容の確実な『習得』に加え、『習得』『活用』『探究』の相互還流の充
実を意識して取り組んできた。

・ 各教科・科目における『習得』『活用』『探究』の相互還流の充実を意識するとともに、教科・科
目の目標達成に向けて、単元全体を見通して『目標』⇒『指導』⇒『評価』といった三位一体の授業
づくりを計画的に実施する資質・能力が求められている。

４ 課題
・ 今まで実施してきた探究活動のさらなる充実を目指し、多くの生徒が本校の目指す『育てたい生徒

像』を達成するための授業研究の充実が必要である。
・ カリキュラム・マネジメントの運用方法を見直し、教職員全体が教科・学科の枠を超えて主体的で

対話的な授業づくりを実践できる環境づくりが必要である。

５ 内容・方法（アウトプット）
ア カリキュラム・マネジメントの視点に立った授業づくりに関する研修会
イ 公開授業研究会
ウ 相互授業観察週間
エ シラバス改訂に向けた単元指導計画作成に係る研修会
オ 授業づくり推進リーダー会議

授業づくりの方針
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令和６年度 令和７年度 令和８年度

ア
オ

カリキュラム・マネジメ
ントの視点に立った授業
づくり研修会
（年３回）

・学校教育目標を意識した
目標の設定

・単元指導計画の作成

・単元全体を見通した指導
計画(評価)

・単元全体を見通した授業
づくり

・学校教育目標の達成に向
けた組織的な授業づくり
の在り方

イ
ウ

公開研究授業
（年１回）

・国語
・学校設定科目「データサ

イエンス」
・学科の科目(２科目)

・地歴公民
・保健体育
・学科の科目(２科目)

・数学
・情報
・学科の科目(２科目)

エ

シラバス改訂に向けた単
元指導計画作成に係る研
修会等
（年３回）

・シラバスの構成 ・単元テンプレートの活用
・単元指導計画

・シラバスの改善

６ 計画
（１）３か年計画（予定）

4月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

ア
授業づくり研修
会

○
（5/22）

〇
(7/19)

〇
(11/13)

〇

イ 公開研究授業
〇

(10/29)

ウ 相互授業観察
※

(３日間)

エ
単元指導計画に
係る研修会

○ ○ ○

オ
授業づくり推進
リーダー会議

○ ○ ○ ○

カリマネ通信発行カリマネ通信発行 カリマネ通信発行

（２）令和７年度 年間計画（予定）

授業づくりの方針
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年間指導計画を踏まえるＡ

単
元
を
発
想
し

構
想
す
る

単
元
計
画
を

具
体
的
に
書
き
表
す

３
つ
の
視

点
か
ら
中

心
と
な
る

活
動
を
思

い
描
く

思
い
や
願
い
の

実
現
に
向
け
た

単
元
と
し
て
展

開
す
る
イ
メ
ー

ジ
を
思
い
描
く

単
元
の
構
想
で
描
い
て

い
た
イ
メ
ー
ジ
を
、

様
々
な
条
件
を
考
慮
し

て
具
体
化
す
る

発想Ｂ

構想Ｃ

計画（単元構想の実現を検討）Ｄ

単元の実践Ｆ

計画（学習指導案を書き表す）Ｅ

指
導
計
画
の

評
価
と
改
善

Ｇ

単元のイメージを明らか
にする３つの段階

単元づくりのイメージ

出典：田村 学 『授業を磨く』（2015）
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どこまで学習を深めるのか
（目標をどこに定めるのか）

理解

思考
判断
表現
等

理解

知識 技術

知識 技術

パフォーマンス課題等を用い
て可視化する。

筆記テスト、実技テスト等を
用いて習得状況を確認する。

習得

活用

（探究）

思考
判断
表現
等

単元づくりのイメージ

知識

活用

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
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構造化されている

深くネットワーク化されている

つながりがある

孤立している

知識・技能及び思考力・判断力・表現力等
の育成を連続としてとらえる

出典：2017高橋純（東京学芸大）

主体的な学び

対話的な学び

深い学び

繰り返し

「リンク」や「ネットワーク化」「構造
化」を作る学習活動授業の中で、ＩＣＴ
を溶け込むように活用する。

アクティブ・ラーニング
（主に上図の「リンク」や「構造化」
を創る学習活動）

単元づくりのイメージ

主に左図の を
作り、色を のよう
に濃くする学習活動

講義動画等

ド リ ル
繰り返し

学びに向かう力・人間性 73



過 程 導 入
展 開 まとめ

（振り返り）情報収集・課題発見 課題解決 発表

時 間 １ｈ 10ｈ ４ｈ １ｈ １ｈ

観 点
（主体的に学習に
取り組む態度）

知識・技術
思考・判断・表現 主体的に学習に取

り組む態度
主体的に学習に取り組む態度

内 容

①パフォーマンス
課題の確認
（条件・状況）

②本単元で習得す
る力や到達レベ
ルを確認する。

③ 作 品 （ プ ラ ン
ター）作成の見
通 し （ イ メ ー
ジ）を持たせる。

【知識】
①草花の種類と特

徴

②草花の生育と生
理
・栄養成長、生

殖成長 等

③栽培環境と生育
の調整
・花芽形成 等

【技術】
④草花の栽培管理
・土壌管理
・苗の移植

①作品制作に向け
た構想を立てる。
・草花の選定
・土壌の選定
・出来上がりの

構想を立てる

②作品を制作する。

③説明書を作成す
る。

④作品紹介の練習
を行う。

①作品を制作する。
・プランターを

作成する。

②説明書を用いて 
管理方法につい
て説明する。

①パフォーマンス
課題への取組過
程を振り返る。
・自己評価

②新たな課題の設
定

過 程 展 開
時 間 15ｈ
観 点 知識・技術

内 容

【知識】
①草花の種類と特徴

②草花の生育と生理
・栄養成長、生殖成長 等

③栽培環境と生育の調整
・花芽形成 等

【技術】
④草花の栽培管理
・土壌管理
・苗の移植

評価の観点
（方法）

【知識】
・テスト

【技術】
・実技

【思考・判断・表現】
・パフォーマンス課題
・発表
〈ルーブリック〉

【主体的に学習に取り
組む態度】

・ポートフォリオ
〈ルーブリック〉

評価の観点
（方法）

【知識】
・テスト

【技術】
・実技

「主体的な学び」を促す単元指導計画及び評価（例）
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ＳＳＨ取組の成果 （報告書から）

１ 生徒の資質・能力の変容

（１）資質・能力（科学技術リテラシー）の向上

第Ⅰ期から実施している「科学技術に関する生徒の意識調査」では、科学
技術リテラシーに関する５項目（課題設定、仮説設定、計画書作成、結果の
考察、発表）の肯定的回答割合が、第Ⅱ期から第Ⅲ期にかけて上昇した。

令和６年度の３年生は、学校設定科目「グローバルサイエンス」「データ
サイエンス」を履修した１期生にあたり、令和５年度と同様に高い水準を示
している。



76

１ 生徒の資質・能力の変容

（２）グリット

平成25年度から令和４年度の卒業生のうち、理系学部へ進学した者を対象
にSSHに関する卒業生調査を行った結果、次のことが分かった。
・ 「実験等に失敗してもあきらめず取り組んだ」と回答した割合は、SSH

カリキュラムを履修していない平成25年度卒業生では低く、履修した平成
26年度以降の卒業生では高かった。

・ SSH指定校で学んだ卒業生の多くが「目標達成のために粘り強くやり遂
げる力（グリット）が向上した」と回答し、その割合も増加していた。

ＳＳＨ取組の成果 （報告書から）
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１ 生徒の資質・能力の変容

（３）グローバルマインド

次の結果から、海外姉妹校・連携校との共同研究、高校生科学技術グロー
バルサミット、「グローバルサイエンス」などの取組により、生徒のグロー
バルマインドが向上していることがうかがえる。
・ 海外姉妹校の留学生受入により、生徒は「短期間でも他文化に触れる機

会となった」「各国の役割を理解できた」「研究に他国の視点を得て考え
を深められた」と実感している。

・ ２年生全員を対象とした「科学技術プレゼンテーション能力テスト」で
は、第Ⅱ期に比べ第Ⅲ期で正答率が大幅に上昇した。（第Ⅱ期：62.5％
→64.2％、第Ⅲ期：53.5％→68.1％）

ＳＳＨ取組の成果 （報告書から）
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・現在取り組んでいる研究をやり遂げ、後輩に引き継げるようにする。
・学会等で研究内容を発表し、自分の研究が社会に役立つことを伝えたい。
・自ら設定した課題を解決する研究を全うさせたい。海外交流も充実させたい。
・課題研究を最後まで成し遂げたい。
・課題研究への取組は卒業後に求められる力につながると感じている。
・課題研究を成功させたい。研究の成果を社会貢献に活かしたい。

・進学先でもスムーズに学習できるよう、各教科の基礎基本を身に付けること。
・普通教科の学習も大切にしていきたい。
・将来に向け、農業の勉強に加え、英語が話せるようになる学習をしたい。
・１年生の時に頑張っていた農業技術検定などの検定試験や資格取得を頑張りたい。
・畜産の専門性を高めたい。授業や実習をしっかり受ける。大学でもリーダー

シップを発揮したい。

・起業家になる準備をしたい。具体的には世にない様々なものをつくる。
・ボランティア活動、国際交流に関する取組にも挑戦したい。
・中学時代にお世話になった先生に春野菜を栽培しプレゼントしたい。

ＳＳＨ取組の成果 （進路に係る面談から）

問５ 残りの高校生活において、受験勉強と併せて、どのような学習活動
等を大切に取り組んでいきたいですか。
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学校農業クラブ活動の概要

１ 学校農業クラブとは

・ 教科「農業」を学習する生徒によって組織・運営される全国的組織
・ 正式名称：日本学校農業クラブ連盟
・ 農業高校の学習活動を実践面から支える重要な教育活動
・ 専門学習と生徒の主体的活動を結び付ける仕組み

２ 学校農業クラブの目的

・ 「科学性・社会性・指導性」を備えた人材の育成
・ 生徒の自主的・自治的活動による学習の深化
・ 農業教育で培った成果を社会に発信
・ 正課での学習を発展・補完する教育的役割
・ 農業教育の成果を社会に発信

３ ３大目標

・ 科学性：科学的根拠に基づいて考え、行動する力
・ 社会性：社会や地域に貢献しようとする態度
・ 指導性：集団をまとめ、導くリーダーシップ
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学校農業クラブ活動の概要

４ 主な活動内容

・ プロジェクト発表会（探究成果の発信）
・ 意見発表会（課題意識と考えの表現）
・ 農業鑑定競技会（専門知識・技能の評価）
・ 農業クラブ大会・交流活動（全国的な学び合い）

５ プロジェクト発表の意義

・ 日常の探究的学習の成果を社会に発信
・ 課題設定力・論理的思考力・表現力の向上
・ 他校生徒との相互研鑽による学びの深化

６ 農業鑑定競技の特長

・ 実物・実技を重視した評価方法 ・ 知識と技能を統合的に測定
・ 専門分野における基礎・基本の定着 ・ 実学としての農業教育の特質を体
現

６ 学校農業クラブ活動がもたらす効果

・ 生徒の自己肯定感・達成感の向上 ・ 全国規模の人的ネットワーク形成
・ 農業教育の成果の可視化と質保証 ・ 専門高校教育の社会的信頼の向上
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